
 

   小樽市立松ケ枝中学校 学校だより 常盤―ときわTOKIWA―        第６号  令和７年９月３０日    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「それいけ！平安部」  宮島 未奈 著 

 「あたし、平安時代が大好きなの！」というクラスメイ 

ト安以加に誘われ、一緒に“平安部”をつくることになっ 

てしまった高校1年生の栞。何とか部員を集め平安の心を 

学ぶべく活動を始めますが…。「平安部 

って、何やるの？」というところからス 

タートし、試行錯誤しながらも前向きに 

楽しむことを忘れない部員たち。さて、 

一体どんな部活動になるのでしょうか⁈ 

文責：司書 上田江里子 

 

 

役職 氏  名 学級担任等 担当教科 

校長 平井 秀昭   

教頭 加藤 俊明   

教諭 岡崎 利美 １年１組 保健体育 

教諭 鈴木 悠平 しおかぜ１組 特別支援 

教諭 本庄 昌宏 しおかぜ２組 特別支援 

教諭 堀内美津子 １年副担 数学・家庭 

教諭 山本 彩華 しおかぜ副担 家庭 

教諭 池田 美佳 ２年１組 音楽 

教諭 亀井 雄太 ２年２組 数学 

教諭 野田 恭吾 しおかぜ３組  

教諭 井上 拓也 ２年副担 理科 

教諭 上嶋 秀俊 ３年１組 美術・技術 

教諭 髙田 裕也 ３年２組 国語 

教諭 播磨 香織 ３年副担 英語 

教諭 鈴木美智恵 ３年副担 社会 

養教 山田 紀子 養護教諭 

事務 内海 洋子 事務職員 

用務 岩部  学 用務員 

配膳 吉川 章子 配膳員 

カウンセラー 嶋崎 玲子 スクールカウンセラー 

 

【学校教育目標】 

「根気」「勇気」「元気」 
【山の手小・松ケ枝中小中一貫教育目標】 

「つなぐ」 
〇主体的に学びつづける児童・生徒 
〇礼儀正しい児童・生徒 

〇元気よくたくましい児童・生徒 

 

 

「感動」を「成長」へつなぐ学校祭 

                                      校長 柳原 功美 
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常 盤 

小樽市立松ケ枝中学校 

小樽市最上1丁目３１－１ 

 
 
ホームページは 

こちらから 

      
今年の夏は厳しい暑さが続き、さらに学校周辺でヒグマの目撃情報も寄せられる

など、例年とは異なる様子が見られました。そのような中にあっても、地域やご家
庭の温かい見守りとご支援のおかげで、子どもたちは安心して充実した学校生活を
送ることができています。改めて感謝申し上げます。これからも安全と安心を大切
にしながら、子どもたちの挑戦をしっかりと支えてまいります。引き続きのご理解
とご協力をお願いいたします。 
 
                   さて、今年の学校祭が１０月３日に迫

ってまいりました。今年度は、３年生西
野結愛さんが描いた横幕がシンボルに選
ばれました。生徒会がリードし、夏休み
前から準備してきた学校祭。子どもたち
は、入学以来積み重ねてきた力や思いを
解き放ち、学校祭テーマである「非虚構
―フィクションをこえたその先へ」を悔
いなく表現してくれることと思います。 

  
そして、学校祭が閉幕するその瞬間、松中生一人ひとりの心の中に、どんな「感 

動」が宿っているのでしょうか。困難だと思われた壁を突き抜けた時にふと気づく
「成長」を一人残らず全員に知ってもらいたい。保護者・地域の皆さまにおかれま
しては、ぜひ会場に足をお運びいただき、子どもたちの「一生懸命」に温かい拍手
と大きな声援を賜りますよう、心よりお願い申し上げます。 
 

 
 

  
  
  
 
  

 図書館からこんにちは 
        ～ 心に届く一冊をあなたに ～ 

        

 

      

  

             

 

  
 今年で４回目となるマツガエベースを無事開催すること

ができました。お手伝いしてくれた皆さま、引率してくだ

さった先生方に心より感謝します！このイベントはコロナ

禍に始まり、地域の方々や大学生、中学生の協力とともに

成長してきました。昨年から松中生が大活躍してくれ、今

年は卒業生も足を運んでくれて本当に心強かったです。 

来年は５回目の節目を迎えます！ 

さらに楽しい地域のイベントに 

するため、ぜひ松ヶ枝中学校の 

力を貸してください。一緒に盛 

り上げてくれると嬉しいです！ 

松ヶ枝町会長、学校運営協議会副会長 阿部木の実 

 

 

第４回マツガエベースを終えて 
 

 

学校祭横幕  

design by  

Nishino Yua 

 YUa 

 

教育実習生長谷川陽光先生、「教員になる夢」叶えてください！応援しています！～松ヶ枝中学校、生徒・教職員一同～ 



   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２日（木）  学校祭前日準備 

３日（金）  学校祭・音楽発表会 

６日（月）  学校祭後始末 

専門委員会（前期反省） 

７日（火）  立会演説会（５校時） 

８日（水）  ３年復習テスト B 

９日（木）  職員会議 

１０日（金）  認証式 

専門委員会（後期計画） 

１１日（土）  第５回小樽後志地区バレーボール 

強化練習会 

１３日（月）  スポーツの日 

 第６０回小樽市民スポーツ大会陸上競技 

 大会兼小樽陸上競技記録会第１戦 

１５日（水）  小樽水産高校体験入学 

 小学６年生 PTA部活動体験会（文化部） 

１６日（木）  英検 IBA（６校時） 

１７日（金）  小学６年生 PTA部活動体験会（美術部） 

１８日（土）  小学６年生 PTA部活動体験会（陸上部） 

 ポエムコンクール表彰式 

 小田柿杯中学校新人バレーボール大会 

１９日（日）  小田柿杯中学校新人バレーボール大会 

２２日（水）  小樽市教育研究会④ 

２３日（木）  研修日⑤ 

 市 P連全市研究大会兼教育講演会 

２５日（土）  第５０回ユネスコ英語祭 

 第４３回小樽地区中学新人バドミントン大会 

２６日（日）  第４３回小樽地区中学新人バドミントン大会 

２７日（月）  生徒総会 

２８日（火）  教育相談① 

２９日（水）  教育相談② 

３０日（木）  教育相談③ 

３１日（金）  新入生体験入学 

松中生の活躍 

【男子バレーボール部】 

●第６０回記念小樽市民スポーツ大会 優勝 

（中学生の部） 

  対 朝里中 A ２－１ （勝利） 

  対 北小樽 VC  ２－０ （勝利） 

  〔３年生〕 準優勝（一般の部） 
  対 リベロファミリー  ２－０ （勝利） 

  対 小樽商科大学   １－２ （惜敗） 

【女子バレーボール部】 

●第６０回記念小樽市民スポーツ大会（中学生の部） 

  対 長橋中    １－２ （惜敗） 

  〔敗者戦〕 

  対 銭函中 B  １－０ （勝利） 

  対 銭函中 A  １－０ （勝利） 

【陸上競技部】 

●第２７回北海道ジュニア陸上競技選手権大会 

  〔中学１年男子１００ｍH〕 北條 篤大 ４位 

【男子バドミントン部】 

●第６０回記念小樽市民スポーツ大会 

  〔２年男子シングルス〕 笈田 翔琉 ３位 

【女子バドミントン部】 

●第６０回記念小樽市民スポーツ大会 

  〔１年女子シングルス〕 長﨑 陽桜 １位 

〔３年女子シングルス〕 森   七彩 ２位 

【令和７年度ポイ捨て防止ポスターコンクール】 

●中学生の部  芝木 彩織  最優秀賞 

８月２７日（水）、第２回学校運営協議会が行われま

した。熟議では「まちおこし研究会によるキャリア教育・

ふるさと教育に係る出前講座についての実践アイデ

ア」をテーマに、『キャリア教育を通して子どもたちにど

のような力をつけさせたいか』を 

話し合いました。今年度の実施に 

向けて、昨年度以上に充実したも 

のになることを願っています。 

第２回学校運営協議会 

全国中学バレーボール強化合宿 

 日本のバレーボール競技の向上並びに日本バレーボ

ール界が求めている将来有望な選手の能力発展と強

化・育成を図ることを目的に行われる全国中学バレー

ボール選抜強化（第一次）合宿に、３年２組 

の木下かのんさんが北海道代表（２名）の 

一人に選ばれ、参加することになりました。 

今後の大いなる飛躍を願っています。 

マツガエベース 
昨年度から本校も生徒会が中心となって連携・協力し

ている松ヶ枝町会主催のイベント“マツガエベース”。２年

目となる今年は松中生８名が参加し、縁日などの手伝い

を行いました。また、昨年度参加した本校の卒業生も駆け

つけてくれるなど、地域の方々の思いに真心で応えてくれ

た松中生の活躍に対し、マツガエベースの運営に携わっ

ていた方々からは多くの感謝の声が寄せられました。 


